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思索生知
　大隅先生は、顕微鏡をのぞいていて、細胞のリサイク
ルの仕組み、オートファジーに気づいた。大村先生は、
ゴルフ場の土の中に生息する菌から河川盲目症の特効
薬イベルメクチンの前駆体を見つけた。ノーベル賞につ
ながった研究には、観察や探索に端を発し、発見、解
明へと進展したものが多い。一方、企業における研究
開発は、目標とする製品を実現するため、設計、製作、
評価を繰り返す。この過程で、製品は改善され、技術
は向上していく。前者は「気づく」研究、後者は「築く」
研究。これが理と工の立場の違いだ。

　現在はプロジェクト研究が花盛り。中身を見ると後
者ばかり。探索研究の重要性が叫ばれている。しか
し、技術の本質的な向上には、ブレークスルーが必要だ。
カギを握るのは、解決の糸口。それに「気づく」かどう
かがプロジェクト研究の成否を分ける。最先端の研究は、

「気づく」研究ではなかろうか。そして、ふと気づく。本
学の建学の精神、

「理学の普及を以て国運発展の基礎とする」
　世紀を超えて、今なお輝きを増す、本質を突いた名言
である。（理学部第一部 化学科　教授　宮村 一夫）
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地球環境問題やエネルギー問題に対する危機感が
広がる中、クリーンな水素製造やクリーンで高効率な
発電システム、信頼性に優れた次世代蓄電システムの
普及が望まれています。
本学において、エネルギー分野の研究に取り組む
研究者に、先端研究の「今」について取材しました。

球規模での資源・エネルギー・環境問題を
根本的に解決する化学反応として、「光触

媒と太陽光を使って水を分解することによる“ソー
ラー水素製造”」が注目されています。この反応
は光エネルギーが化学エネルギーに変換されるこ
とから「人工光合成」と呼ぶことができます。工
藤昭彦教授の研究室では、この人工光合成の実
用化に向けて、水の光分解反応に高い活性を示
す光触媒材料の開発を行っています。また、二
酸化炭素を資源化するための光触媒反応の研究
も行っています。
「水素を製造する」と聞くと、私たちは燃料電池
自動車に使われるような「クリーンエネルギー」と
しての面ばかりに着目しがちですが、工藤教授は、
水素は人類にとってなくてはならない“基幹原料”
だと指摘します。
「例えば、化学肥料の原料であるアンモニアは
水素と窒素から合成される。これによって、世界
中の人々の食糧が賄われているのです。また、水
素と一酸化炭素や二酸化炭素を反応させること
により、ガソリンを製造することもできます。これ
ら以外にも、水素があれば、触媒反応によって
多くの有用な化合物を合成することができる。“水
素があれば何でもできる”と言っても過言ではな
いのです」
　工藤教授は東京理科大学に赴任して間もない

2000年頃、「タンタル酸ナトリウム」という物質
（光触媒）を発見しました。ガラス板の表面に光
触媒の粒子を塗り、水中に入れて紫外線を照射
すると、酸素と水素の泡がブクブクと発生したの
です。
「その後の研究の成果で、すでに水の分解反応
を起こす物質のリスト（光触媒ライブラリー）が
作成されています。反応メカニズムの解明が進み、
開発の方法論も確立されてきました。我々が初め
て見つけた物質は紫外光でしか分解が起きなかっ
たのですが、現在では可視光によって分解反応を
示す物質も見つかっています。“ソーラー水素製
造法”の確立は、資源・エネルギー・環境問題を
解決し、エネルギ−革命を引き起こす究極のテー
マ。今後も根気強く研究を続けていきたいですね」

学部工業化学科、田中優実准教授の研究
室では、燃料電池やリチウムイオン二次電

池など、「化学」を用いて次世代エネルギーを支
える、さまざまな研究を行っています。　
　現在、田中研究室で注力している研究テーマ
の一つに「振動発電システム」があります。これ
は文字どおり振動を利用した発電のこと。工場
の機械や、車などの移動体、橋梁など、私たち
の周りでは常に低エネルギー振動（環境振動）が
起こっています。この微小なエネルギーを電力に
変換することができれば、これまで活用せずに捨
てていたエネルギーを有効利用することが可能と
なるというのです。
　しかし、そんなに小さな電力を何に利用しよう
というのでしょうか？ 田中准教授はこう語ります。
「最近、IoT（Internet of Things＝モノのインター
ネット）という言葉をよく耳にするようになりまし
た。IoTの真髄は、あらゆるモノに取り付けられ
た多種多様なセンサーからもたらされる膨大な情
報をもとに新たな価値を創造していくことにあり
ます。こうした無数の無線センサーを駆動させる
ためには、電源も自立型でなければなりません。
そこで注目を集めているのが振動発電なのです」
　振動発電システムをセンサーや無線通信機と
組み合わせることによって、配線や電池がなくて
も、センサーで測定した温度や圧力などのデータ
を伝送することが可能となるのです。

　振動を電力に変換する方式はいくつかあります
が、田中研究室が取り組んでいるのは“静電式
振動発電”と呼ばれるもの。これは、静電気を
半永久的に保持する材料である“エレクトレット”
を利用した振動―電力変換方式です。
「ただし、発電量が小さいため、まだ本格的な
普及には至っていません。私たちは、高い電荷を
長期にわたって安定に保持することのできるセラ
ミック製エレクトレットを新たに開発することで、
出力密度の飛躍的向上を目指しています。来るべ
き無線センサーネットワーク時代を、ぜひ“化学
のチカラ”で支えたいですね」

場慎一教授の研究室では、“次世代蓄電池”
として期待されるナトリウムイオン二次電池、

カリウムイオン二次電池の実用化を目指し、その
電池材料の合成や、充放電（酸化還元）反応に
関する応用研究を行っています。
　現在、蓄電池の主流となっているリチウムイオ
ン電池は、スマートフォンやモバイルPCなどの電
源としてだけでなく、ハイブリッド車や電気自動
車などにも広く普及し、私たちの生活に欠かせな
い存在となっています。しかし、実はリチウムイオ
ン電池には、未解決の課題が残されている、と
駒場教授は説明します。
「その課題とは、原材料が高コストであることで
す。リチウムイオン電池に用いられるリチウムやコ
バルトなどのレアメタル（希少金属）は、需要増
加などによって価格が高騰しているのです。そこで、
同じアルカリ金属元素で、資源が無尽蔵に存在す
るNa（ナトリウム）に注目が集まりました」
　駒場研究室では、2005年頃から研究を重ね、
2011年には世界で初めてナトリウムイオン電池を

安定的に動作させることに成功しました。
「従来、ナトリウムイオン電池は寿命が極端に短
いため、実用化は不可能と思われてきました。電
池の内部で副反応が起こって動作しなくなってしま
うのです。そのとき私は『副反応が起こらないよう
にするにはどうすればいいか』を考え、電解液の
純度を上げるという方法にたどり着いたのです」
　この成果をきっかけに、現在では世界中でナト
リウムイオン電池の実用化を目指した研究が行わ
れています。駒場教授は、次世代蓄電池の可能
性についてこう語ります。
「風力・太陽光など自然エネルギーで発電した電
気を貯えておき、必要に応じて使用することがで
きれば、化石燃料に依存した社会からの脱却が
可能です。また、電気自動車などの電源に、低コ
ストで高性能な蓄電池が搭載されれば、温室効
果ガス削減に寄与することができます。私たちは、
環境・エネルギー問題の解決のため、より効率的
な化学・電気エネルギー変換の可能な新材料の
創製を目指します」
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本洋一郎新学長は式辞の中で、 「本日、皆
さんは、輝かしい本学の歴史を受け継ぐ主

役となりました。これから始まる大学生活で、自
ら選択した学問領域を深く掘り下げ、『分かる、
楽しい、面白い』を実感してください」 とメッセー
ジを送りました。
　また、本山理事長、木内こうよう会会長によ
る祝辞、新入生代表からの宣誓のほか、昨年度
に引き続き、本学のイメージキャラクターである

「坊っちゃん」「マドンナちゃん」が登場。 本学学
生団体である「Yosakoiソーラン部」「ボイストレ

ーニング部」によるパフォーマンスも行われました。
　入学式に参加した理学部第一部応用物理学科
１年男子学生は、「最先端の研究内容を勉強し
て、日本の技術の発展に貢献できるようになりた
い」と抱負を語ってくれました。また、経営学部
ビジネスエコノミクス学科１年女子学生は、「理
科大でいろいろな人と話をして視野を広げていき
たい」と意気込んでいました。

2018年度 学長就任にあたって

入学式を
挙行

welcom
e!

4月9日（月）に
日本武道館（千代田区）で
2018年度の入学式が行われ、
本年度は学部生、大学院生、専攻科
合わせて5,343人が入学しました。

松

月19日（月）に日本武道館（千代田区）で
2017年度の学位記・修了証書授与式が

行われました。本年度は、学部3,770人のほか、
修士1,368人、博士（論文博士含む）65人、専
攻科7人の計5,210人に学位記・修了証書を授
与しました。
　藤嶋昭学長（当時）は式辞において、フランス
の哲学者でまた数学者であったルネ・デカルトや

孔子の言葉を紹介し、「読書の大切さ」「1日1日
の大切さ」「交友関係の大切さ」に関して卒業生、
修了生にメッセージを送りました。
　また、本山和夫理事長からの祝辞、卒業生代
表からの謝辞のほか、東京理科大学大村賞、東
京理科大学奨励賞の授与や校歌斉唱なども行わ
れました。

の度、第10代学長に就任いたしました松本
洋一郎です。「自然・人間・社会とこれらの

調和的発展のための科学と技術の創造」という本
学の教育研究理念を、長年にわたって実践されてき
た藤嶋昭前学長から襷

たすき

を受けたことは、非常に光
栄であるとともに、その責任の重さも感じています。
　2016 年に示された長期ビジョン「TUS Vision 
150」を踏まえて、東京理科大学は科学技術分野に
おいて、世界レベルで活躍できる人材を育成してい
く必要があります。そこで私に課せられた最初の仕
事は、本学独自の強みをさらに伸ばせる環境をつく
り、合理的な発展の方向性を立案することだと認識
しております。長期ビジョン達成のための施策や方
法論は、教員・職員の方々、理事など執行部の方々
と、自由闊

かったつ

達な議論をしながら策定していきます。
　東京理科大学の教育方針や実績については、す
でに社会的にも高い評価を得ています。一方、将来
にわたって本学が存在し続けるためには、産業界や
理窓会の皆さまから、支援に値する大学とご判断い
ただけるよう、自らの価値をさらに高めていかねば

なりません。そのためにまず、私たちの強みの一つ
である教育力に加えて、研究力をより効果的に発信
し、産学連携がしっかりと機能するような構造を学
内につくっていく考えです。
　研究力強化に関して、ある程度以上の規模の研
究プロジェクトについては、研究責任者に寄り添い
予算管理や進捗管理などを担うプロジェクトマネー
ジャーを適切に配置する必要があると考えています。
また、優れた教育・研究方法を実践している教員を
評価、顕彰し、他の学部や研究室でその内容を共
有できる仕組みづくりにも着手する予定です。その
狙いは、教員同士のコミュニケーションをいっそう
円滑にし、さらには、教員と学生との緊密な一体感
を醸成していくことにあります。
　中期的には、社会人や外国人の入学生をさらに増
やしていきたいと思っています。多様なバックグラウ
ンドを持った人々が集まり、活発な議論や研究が行
われている環境は、とりわけ日本の高校を卒業して
すぐに入学した学生の皆さんにとって、自身の将来
を考える上でも有益になるはずです。

　創造的な教育・研究に取り組もうとする教員、学
生が広く国内外から集い、多様な意見が渦巻く中で、
組織全体で重要な目標や意識が共有されているとい
う、オープンな教育・研究環境の整備。また、多様化、
複雑化する世界の中で、課題を自ら設定し、最善な
解決法を提示できる人材を育成する組織づくり―。
こうしたことが、自らの使命だと考えています。
　東京理科大学のさらなる発展に向けて、皆さまの
ご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し
上げます。
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2017 年度 学位記・修了証書授与式を挙行

強みを伸ばし、
さらなる発展を

松本 洋一郎
1972年、東京大学工学部機械工学科卒業。1977年、東京
大学大学院工学系研究科博士課程修了、工学博士。1977
年、東京大学工学部講師。助教授、教授を経て、2009年、
東京大学 理事・副学長。2015年、理化学研究所理事、国
立がん研究センター理事（非常勤）を経て2018年、東京
理科大学第10代学長に就任。そのほか、日本機械学会会
長（第88期）、日本学術会議会員・第三部機械工学委員会
委員長（第23期）、米国機械学会フェロー（終身会員）を務
める。主な受賞歴は、APACM Award for Computational 
Mechanics（2010年）、ASME Ted Belytschko Applied 
Mechanics Award（2010年）、東京都功労者表彰（技術振
興功労）（2015年）など。

（まつもと・よういちろう）

こ

2017年11月9日付で東京理科大学は、長
年にわたり本学の教育・研究の発展に尽
力し、多くの功績を挙げた4人の先生方
に名誉教授の称号を授与しました。2018年4月1日から副学長の体制が新しくなります。

名誉教授
称号

平川 保博

藤代  博記

岡村 総一郎

髙柳 英明　

渡辺 一之

北村 春幸

秋山 仁

向井 千秋

副学長（総括副学長）

副学長

副学長

特任副学長

副学長

副学長

特任副学長

特任副学長

辻本 誠（つじもと・まこと） 先生

澤田 利夫（さわだ・としお） 先生

岡沢 登（おかざわ・のぼる） 先生

大島 邦夫（おおしま・くにお） 先生

　1975年に理学部第一部数学科講師として着任し、平成元年
に教授となり、学科主任、学科幹事、大学院幹事等を歴任し大
学運営に関与しました。　
　また、10人の博士の学位取得者を指導するなど、教育面でも
尽力し、研究面では、作用素論・発展方程式に関する研究を精
力的に行ったほか、一般社団法人日本数学会の実函数論分科会
評議員、分科会委員などを務めました。

総務、予算、人事
●機構（研究推進）／生命医科学研

究所
●学部・研究科／薬学部、経営学部、

薬学研究科、経営学研究科（MOT
含む）、生命科学研究科

入試
●機構（研究推進）／機構長
●機構（学生支援）／学生支援セン

ター長
●キャンパス／葛飾・長万部
●学部・研究科／工学部、基礎工学

部、工学研究科、基礎工学研究科

予算（副）、再編
●機構（国際化推進）／機構長、国

際化推進センター長
●機構（教育支援）／教育開発セン

ター長

●機構（研究推進）／ 研究戦略・産
学連携センター、総合研究院長※学長式辞、理

事 長 祝 辞は
本 学 ホ ーム
ページをご覧
ください。

※学長式辞、理事長祝辞は本学
　ホームページをご覧ください。

自己点検・評価
●機構（教育支援）／ 機構長、教職

教育センター、教養教育センター
●キャンパス ／神楽坂
●学部・研究科／理学部第一部、理

学部第二部、理学研究科

リスク管理、環境安全
●機構（学生支援）／機構長、キャリ

ア支援センター
●キャンパス／野田
●学部・研究科／理工学部、理工学

研究科

理数教育研究センター長、広報、
国際（副）

宇宙教育プログラム推進、
女性活躍推進

　2004年に総合研究所嘱託教授として着任し、2006年から
工学部第二部建築学科教授となり、国際火災科学研究科長、総
合研究機構火災科学研究センター長、国際化推進センター長な
どを歴任しました。
　研究では、火災安全、許容リスクの在り方、性能型建築基準、
ドライミストによる環境改善等の研究を行い、平成12年施行の
改正建築基準法において多大な貢献をしました。

　1997年に理学部第一部数学科教授として着任し、理学研究
科委員として理学研究科理数教育専攻の設置に尽力するととも
に、理学研究科幹事も務めました。
　専門の数学教育分野では、多数の論文、著作があるほか、数
学教育国際会議国際プログラム委員、国際数学教育委員会日本
代表委員、日本数学教育学会副会長、会長、常任理事等を歴任
するなど国内外で活躍し、本分野の発展に多大な貢献をしました。

　1979年に理工学部数学科に助手として着任し、2001年から
経営学部で教授として勤務し、学科主任、研究科幹事、久喜地
区学生部長、法人評議員を歴任しました。研究では、種々の数
学的手法をベースにした数理モデルを用いた多数の学術論文等
のほか、「ランキングベクトル」の応用など最先端の理論を経営の
分野に導入し、新しい数学的手法の構築を目指して数学、数理
分野の発展に多大な貢献をしました。

副学長　8氏紹介
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2018年度 予算Finance 2018年度事業計画書

学部学科再編のお知らせ 

Plan

　2018年度は、諏訪東京理科大学
の公立法人化に伴う除却が発生する
ため、基本金組入前当年度収支差額
はマイナスとなる見込みですが、2017
年度同様、教育研究のさらなる充実を
図るため以下の重点項目を盛り込むと
同時に、事業の優先度、経費の必要
性・有効性を検証することで無駄な支
出を抑え、教育活動収支差額、経常
収支差額ともプラスになるよう予算編
成を行いました。

1.

2.

3.

教育研究の充実
学部等配分予算、機構配分
予算、教育・研究重点化配
分予算等の教育研究費
優秀な博士後期課程学生を
対象とした経済支援
給付型奨学金として新生の
いぶき奨学金及び乾坤の真
理奨学金を新設
給付型奨学金や各種教育研
究事業に使用する目的で第
３号基本金に教育研究基金
を新設し、各種奨励基金と
して大村賞等の特定資産も
第３号基本金へ組入れ

施設等環境整備の充実
野田地区再構築

その他
諏訪東京理科大学公立法人
化に伴う資産処分差額の計
上

（１）

（２）

（３）

（４）

（１）

（１）

教育活動収支（事業活動収入の部）支出の部

学生生徒等納付金

手数料

経常費等補助金

付随事業収入

寄付金 

人件費支出

教育研究経費支出

授業料
入学金
実験実習料
施設設備資金

入学検定料
試験料
証明手数料
大学入試センター試験実施手数料

国庫補助金
地方公共団体補助金
学術研究振興資金

受託事業収入 
知的財産権実施料等収入
公開講座受講料収入
免許状更新講習料収入

特別寄付金

教員人件費支出
職員人件費支出
役員報酬支出
退職金支出

消耗品費支出
光熱水費支出
旅費交通費支出
奨学費支出
福利厚生費支出
通信運搬費支出
印刷費支出
広告費支出
会議費支出
賃借料支出
修繕費支出
諸会費支出
公租公課支出
報酬・委託・手数料支出
保守料支出
資料費支出
雑費支出

17,652,000
2,530,000

350,000
5,265,000

1,643,000
4,000

16,000
13,000

3,271,300
8,000

700

1,774,000
55,000
68,000
6,000

525,000

9,682,200
5,628,500

113,000
448,800

1,948,400
1,292,600

708,700
404,700
97,400

142,100
242,700

1,200
2,600

745,200
499,700
129,300

400
2,637,800

300,700
771,800
80,800

25,797,000

1,676,000

3,280,000

1,903,000

支出の部合計 78,818,400

雑収入

教育活動収入計

施設設備利用料
私立大学退職金財団交付金
その他の雑収入

134,000
259,000
334,000

727,000

33,908,000

525,000

15,872,500

10,006,100

管理経費支出

借入金等利息支出

借入金等返済支出

予備費
資金支出調整勘定

施設関係支出 

設備関係支出

その他の支出 

資産運用支出

消耗品費支出
光熱水費支出
旅費交通費支出
福利厚生費支出
通信運搬費支出
印刷費支出
保険料支出
広告費支出
渉外・会議費支出
賃借料支出
修繕費支出
諸会費支出
公租公課支出
報酬・委託・手数料支出
保守料支出
資料費支出
雑費支出

借入金利息支出

借入金返済支出

建物支出
構築物支出
建設仮勘定支出

教育研究用機器備品支出
管理用機器備品支出
図書支出

期末未払金
前期末前払費用

貸付金支払支出
前期末未払金支払支出
前払費用支出
預り金支払支出

有価証券購入支出
第３号基本金引当特定資産繰入支出
将来事業引当特定資産繰入支出

43,600
177,800
48,900
43,800
46,500
60,200
24,700

103,300
9,500

132,200
29,700
11,400

144,900
1,254,700

119,300
142,300
31,600

290,600

1,599,700

1,158,100
1,000

2,359,000

788,800
39,200
96,600

△1,873,300
△270,000

77,700
2,699,000

281,500
254,000

1,400,000
25,060,000
2,233,000

2,424,400

290,600

1,599,700

300,000

△2,143,300

3,518,100

924,600

3,312,200

28,693,000

●資金収支予算書2018年4月1日から2019年3月31日まで ●事業活動収支予算書 2018年4月1日から2019年3月31日まで

科目科目

翌年度繰越支払資金 14,020,500

　資金収支予算書における前年度繰
越支払資金及び事業活動収支予算
書における前年度繰越収支差額は、
2017年度決算確定前の予算額に基
づいています。 

（詳細は、７月頃本学ホームページに
掲載予定）

（単位：千円）

学生生徒等納付金収入

手数料収入

補助金収入

寄付金収入 

資産売却収入

授業料収入
入学金収入
実験実習料収入
施設設備資金収入

入学検定料収入
試験料収入
証明手数料収入
大学入試センター試験実施手数料収入

国庫補助金収入
地方公共団体補助金収入
学術研究振興資金収入

特別寄付金収入

有価証券売却収入

17,652,000
2,530,000

350,000
5,265,000

1,643,000
4,000

16,000
13,000

3,271,300
298,600

700

525,000

18,993,000

25,797,000

1,676,000

3,570,600

付随事業・収益事業収入
受託事業収入
知的財産権実施料等収入
公開講座受講料収入
免許状更新講習料収入

1,774,000
55,000
68,000
6,000

1,903,000

雑収入

前受金収入 

受取利息・配当金収入

その他の収入

授業料前受金収入
入学金前受金収入
施設設備資金前受金収入
その他の前受金収入

施設設備利用料収入
私立大学退職金財団交付金収入
その他の雑収入

第３号基本金引当特定資産運用収入

退職給与引当特定資産取崩収入
特定目的引当資産取崩収入
将来事業引当特定資産取崩収入
大村賞引当特定資産取崩収入
生物・化学奨励賞引当特定資産取崩収入
数学・物理奨励賞引当特定資産取崩収入
エンジニアリング奨励賞引当特定資産取崩収入
情報・マネジメント奨励賞引当特定資産取崩収入
奨学資金引当特定資産取崩収入
前期末未収入金収入
貸付金回収収入

2,450,500
2,535,500

699,000
171,000

134,000
259,000
334,000

310,000

69,000
1,633,300
7,467,000

10,000
20,000
10,000
10,000
10,000

100,000
810,000
216,500

727,000

5,856,000

310,000

10,355,800

525,000

18,993,000

教育活動収支（事業活動支出の部）

人件費

教育研究経費

管理経費

教員人件費
職員人件費
役員報酬
退職金
退職給与引当金繰入額

消耗品費　　
光熱水費　　
旅費交通費　　
奨学費　　
福利厚生費　　
通信運搬費　　
印刷費　　
広告費　　
会議費　　
賃借料　　
修繕費　　
諸会費　　
公租公課　　
報酬・委託・手数料　　
保守料　　
資料費　　
雑費　　
減価償却額　　

消耗品費　　
光熱水費　　
旅費交通費　　
福利厚生費　　
通信運搬費　　
印刷費　　
保険料　　
広告費　　
渉外・会議費　　
賃借料　　
修繕費　　
諸会費　　
公租公課　　
報酬・委託・手数料　　
保守料　　
資料費　　　　
雑費　　
減価償却額　　

9,682,200
5,628,500

113,000
120,700
259,100

1,948,400
1,292,600

708,700
404,700
97,400

142,100
242,700

1,200
2,600

745,200
499,700
129,300

400
2,637,800

300,700
771,800
80,800

4,753,400

43,600
177,800
48,900
43,800
46,500
60,200
24,700

103,300
9,500

132,200
29,700
11,400

144,900
1,254,700

119,300
142,300
31,600

581,600

教育活動支出計

教育活動収支差額　

33,569,000

339,000

15,803,500

14,759,500

3,006,000

科目

（単位：千円）

予算額

予算額

教育活動外収支（事業活動支出の部）

借入金等利息　　
借入金利息 290,600

教育活動外支出計

教育活動外収支差額　　

経常収支差額　

290,600

19,400

358,400

290,600

科目

（単位：千円）

予算額

特別収支（事業活動支出の部）

資産処分差額

予備費

不動産処分差額
動産処分差額
電話加入権処分差額

基本金組入前当年度収支差額
基本金組入額合計
当年度収支差額
前年度繰越収支差額
基本金取崩額
翌年度繰越収支差額

4,151,700
663,500

1,000

△4,151,200
△29,458,400
△33,609,600
△13,953,700

8,935,000
△38,628,300

特別支出計

事業活動収入計

特別収支差額　

事業活動支出計

4,816,200

34,824,600

△4,209,600

38,975,800

4,816,200

300,000

科目

（単位：千円）

予算額

教育活動外収支（事業活動収入の部）

受取利息・配当金
第３号基本金引当特定資産運用収入 310,000

310,000

教育活動外収入計 310,000

科目

（単位：千円）

予算額

特別収支（事業活動収入の部）

その他の特別収入
現物寄付
施設設備補助金

316,000
290,600

606,600

特別収入計　 606,600

科目

（単位：千円）

予算額

予算額予算額

（単位：千円）（単位：千円）収入の部

科目

●収益事業会計予算書 
2018年4月1日から2019年3月31日まで

Ⅰ営業収益 Ⅲ営業外収益Ⅱ営業費用

Ⅳ営業外費用

建物賃貸料収入
礼金収入

受取利息
雑収入

委託費 
修繕費 
保守費 
損害保険料 
公租公課 
賃借料 
減価償却費 
監査費用 
消耗品費 
その他の費用

雑損失

80,531
106

2
513

434
282
33

145
17,099
2,919

39,898
0
1
0

0

Ⅴ学校会計繰入支出
税引前当期純利益  
法人税、住民税および事業税 
当期純利益
前期繰越利益
次期繰越利益

20,341
2,895

17,446
△ 10,709

6,737

0

営業収益合計 80,637 営業外収益合計 515

営業利益 19,826

営業外費用合計 0

営業費用合計 60,811

経常利益 20,341

（単位：千円）科目

東京理科大学学校法人東京理科大学 2.1.
（１）ガバナンス
○中期計画2018（2016年度～2018年度の3カ年中期計画）

の目標達成及び次期中期計画の策定
○コンプライアンスハンドブックの作成及び研修の実施

（２）教員組織
○各学科のカリキュラム構成の更なる適正化
○教員評価制度の再検討及び国際競争力強化に向けた施策

実施
○SD研修の充実及び研修の体系化
○2020年に女性教員割合を15％とすることを目標とした採

用活動の実施
（３）事務組織
○目標管理制度の見直し及び職員ポートフォリオの他職制へ

の導入拡大の検討
○業務の見直しによる労働生産性の向上及び就労管理シス

テムの更なる活用による事務職員の年間総超過勤務時間
40,000時間以下の達成

○キャリアに関する制度、研修等の整備による係長以上の役
職の女性比率21％の達成

（４）経営企画
○諏訪東京理科大学の公立化に伴う除却による基本金組入前

当年度収支差額マイナスを見込みつつも、経常収支差額プ
ラスの達成

○第3号基本金への教育研究基金の設置及び計画的な組入
れの実施

（５）収益事業
○本法人の100％子会社である東京理科大学インベストメン

ト・マネジメント株式会社の収益拡大による経営基盤の更な
る強化

（６）管財
○神楽坂キャンパス…キャンパス環境向上のための更なる整備

の実施
○野田キャンパス…理工学部第Ⅰ期再構築工事として新 7号

館等の新築工事の実施
○葛飾キャンパス…教育研究環境の整備についての検討開始

及び2017年度に取得した土地への校舎建築に向けた校舎
の仕様及び工事計画の検討

（７）国際化
○優秀な留学生確保に向けた日本語教育機関、東南アジアで

の広報強化
○修士・博士課程の学生の国際学会における発表を増加させ

るための支援策強化
○若手国際学会派遣制度、在外研究員制度のさらなる活用
○海外研究者・留学生を受け入れるための学内インフラの整備

（８）広報
○ブランディング広報及びブランドコミュニケーションの強化

（９）ICT
○データの見える化、ペーパーレス化による業務の効率化
○ネットワーク全体を包括的に管理できる統合型管理ソフトの

導入及びターミナル室PC機器の更新
○ISO27001基準に沿った情報管理ガイドラインの整備

（10）起業家育成
○TEIC（Tokyo Entrepreneurship & Innovation Center）を

中心とした起業家育成教育、支援活動の充実、学生及び教
員の起業促進

○次世代アントレプルナー育成事業（EDGE-NEXTプログラ
ム）に基づく早稲田大学等と起業家育成教育に係る授業の
相互履修の開始

（11）リカレント教育   
○リカレント教育を実施するために中心となる部局「社会人教

育センター」の設立
○社会人を対象とした東京理科大学オープンカレッジの開設

（12）学部学科の再編等（2018年4月）   
○工学部情報工学科の入学定員を90名から110名に増員
○国際火災科学研究科火災科学専攻を再編し、理工学研究

科に「国際火災科学専攻」を設置
○イノベーション研究科技術経営専攻及び知的財産戦略専攻

を再編し、経営学研究科に「技術経営専攻（専門職学位課
程）」を設置

○経営学研究科経営学専攻及びイノベーション研究科イノベ
ーション専攻を「経営学研究科経営学専攻」に統合し、新
たに博士後期課程を設置

（13）諏訪東京理科大学の公立化（2018年4月）
○公立大学法人公立諏訪東京理科大学の開設

　東京理科大学は、1881年に創立されて以来、137

年にわたり「理学の普及を以て国運発展の基礎とする」

との建学の精神のもと、真に実力を付けた学生のみを

卒業させるという「実力主義」の伝統を貫き、科学技

術の発展を支える多くの人材を輩出してきました。そし

て、今日、8学部34学科、11研究科36専攻を擁する、

わが国私学随一の理工系総合大学に発展しました。

　日本では少子高齢化が進行しており、18歳人口は

2009年度の121万人から2017年度の120万人まで

ほぼ横ばいで推移していましたが、2018年度以降急減

し、2024年度には106万人、2031年度には99万人

まで減少することが予測されています。

　このような中、2017年に本学がさらなる発展を目指

すべく、150周年を迎える2031年に向けた長期ビジョ

ンとして「TUS Vision 150」を策定し、創立150 周年

における本学の姿として、「日本の理科大から、世界の

理科大へ」と変革していることを掲げました。

　本学は、「TUS Vision 150」の達成に向け、諸施策

を着実に実行することで、さらなる発展を目指します。

　以下に、事業計画の項目とそのポイントを記載し

ます。

［教育］
○全学的なカリキュラムの点検・検証・見直しの実施
○教養教育の充実に向けた取り組みの実施
○「教養教育センター」を中心とした教養教育の在り方の検討
○グローバル化に対応した英語教育の推進
○TUSオリジナル教科書「理工系の基礎シリーズ」の刊行と

活用
○「学生自身による学修のPDCAサイクル」の確立
○学生向けICT環境の整備
○教育能力の開発
○中高教員養成体制及び支援体制の強化

［研究］
○理科大ならではの研究の推進
○更なる外部資金獲得に向けた支援
○研究力強化のための環境の整備
○研究成果の社会への還元
○優れた研究者の確保・育成

［国際化］
○学生の国際的視野の涵養
○大学院学生の海外研究発表及び活動支援
○教員の海外派遣支援
○外国人留学生の受け入れの促進

［学生支援］
○学生カルテシステムの導入
○課外活動のDB 化と支援の整備
○奨学金制度の充実
○進路選択支援体制の整備
○障害者支援の実施
○日本人学生と外国人留学生との交流促進

資金収入調整勘定

前年度繰越支払資金

期末未収入金
前期末前受金

△357,000
△5,825,000

△6,182,000

15,287,000

収入の部合計 78,818,4002017年度
経常費補助金
　日本私立学校振興・共済事業団は、各学校法人に対して2017
年度私立大学等経常費補助金を交付しました。
　これは、①私立大学等（大学・短大・高専）の教育研究条件の維
持向上、②学生の修学上の経済的負担の軽減、③私立大学等の健
全性向上に資するために、経常的経費について補助するものです。
　本法人においては、東京理科大学が28億6,833万1,000円（前
年度32億8,647万9,000円）、諏訪東京理科大学が1億5,216
万3,000 円（前年度1億6,104万
1,000円）となり、総額では前年度
に比して減額となっています。この
主な要因としては、昨年度に東京理
科大学の一部の学部において入学
者が大きく増加し、事業団が定める

「補助金が不交付となる入学定員超
過率」を超えたため減額されたこと
が挙げられます。（入学者が一定の
割合を超えた場合、補助金が不交
付または大幅な減額となります）
　なお、2013年度からスタートした

「私立大学等改革総合支援事業」（教
育改革や地域・産業界との連携に
取り組む大学を選定して支援する事
業）については、全国で698 校が
申請し、うち448校が選定されまし
た。本法人では東京理科大学が選
定され、2億4,004万4,000円（前
年度2億6,688万6,000円）が補
助されました。
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91.5

31.6

55.7

28.6
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29.6

46.0

27.6

37.0

26.4
 （単位：億円）

2017年度私大補助金 
交付額上位20校

校法人東京理科大学では、将来にわ
たって発展し続けられるよう、再編計

画を検討してきました。18歳人口の減少に対
応するためには、大学の教育力・研究力をさら
に高めるとともに、校地・校舎の整備も重要
な課題となります。この一環として、2013年
に東京都葛飾区にキャンパスを構え、そこに
移転した工学部、基礎工学部および応用物理
学科の教育研究環境の改善に努めてきました。
この葛飾キャンパスに関しては、2009年3月
26日に本法人と葛飾区が締結した基本協定
書第10 条に基づき、2018 年2月23日に第
二期用地を購入する契約を締結しました。 
　第二期用地の活用法についてもかねてより
議論してきましたが、まず薬学部に関しては、
臨床研究・教育、創薬研究および社会人教育
の一層の充実を図ることでさらなる発展を目指
すため、現在の野田キャンパスから葛飾キャン
パスに移転する方針としました。また、葛飾キ
ャンパスを新技術、新産業創造の中心として
発展させることを目的に、基礎工学部を改組
拡大するとともに、工学部を同キャンパスに集

約することとしました。再編の概要は以下のと
おりです。 

 

2022年4月に、工学部工業化学科およ
び工学研究科工業化学専攻を神楽坂キ
ャンパスから葛飾キャンパスに移転する。 

2025年4月に、薬学部（薬学科および
生命創薬科学科）および大学院薬学研
究科を野田キャンパスから葛飾キャンパ
スに移転する。 

基礎工学部の学部名を変更し、理学部
第一部応用物理学科を物理工学科（仮
称・440名）に改組転換し統合する。ま
た、2023年4月に、機能デザイン工学
科（仮称・440名）を新設し、5学科体
制とする。 

改組後の基礎工学部は、1年次の長万
部キャンパスにおける全寮制教育を解消
し、葛飾キャンパスにおいて4年間の一
貫教育を行う。長万部キャンパスは、国
際化のための教育の場として活用するべ
く検討を進める。 

 

※本計画は構想中であり、内容は変更
となる可能性があります。再編の詳
細につきましては、順次、ホームペー
ジ等でお知らせします。 

学

1

2

3 4

再編の概要

葛飾第二期用地新校舎（イメージ）

※2018年度 学校法人東
京理科大学事業計画書
はホームページで公開
しています。
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「界面」の性質を理解し、
能動的に制御することで環境保全や、
高機能材料の開発に貢献
本学のさまざまな先端研究を紹介する「Labo Scope」。
今回は、環境に優しい界面活性剤の開発を進めている
酒井秀樹教授の研究を紹介します。

Labo
Scope

酒井 秀樹 教授 
1990年、東京大学工学部応用化学科卒業。95年、
同工学研究科応用化学専攻博士（工学）課程修了。デ
ラウェア大学博士研究員、東京理科大学理工学部講
師、同准教授を経て2012年より現職。

理工学部 先端化学科

（さかい・ひでき）

維持拡充資金（第二期）寄付者芳名
「維持拡充資金（第二期）」にご賛同いただき、ご寄付を賜った方々のご芳名を掲載します。今回は、2017年11月1日～ 2018年1月31日までにご入金いただいた分です。
ご芳名は区分別・金額別・五十音順ですが、区分で重複する方はいずれか一つに掲載させていただきました。累計は維持拡充資金（第二期）の寄付額です。

【個人】 
〈同窓生〉  
◇金10,000,000円
　匿名１名
◇金5,500,000円 
　本山　和夫　様
　（累計金20,900,000円）
◇金2,000,000円 
　森野　義男　様 
　（累計金121,000,000円）
◇金1,000,000円
　岡本　公爾　様
　（累計金11,400,000円）
　横手　治江　様 
　（累計金1,500,000円）
◇金800,000円 
　山下　秀雄　様
　（累計金2,300,000円）
◇金500,000円 
　加藤　和詳　様
　（累計金3,350,000円）
　金子　康法　様
　酒井　陽太　様 
　（累計金3,600,000円）
　藤阪　知之　様 
　（累計金800,000円）
◇金300,000円 
　宮川　公治　様 
　（累計金2,200,000円）
　匿名１名 
◇金250,000円 
　唐澤　範行　様 
　（累計金750,000円）
◇金210,000円 
　鈴木　弘昭　様 
　（累計金3,140,000円）
◇金200,000円 
　石川　万寿雄　様 
　（累計金1,600,000円）
　伊東　千代治　様 
　（累計金500,000円）
◇金160,000円 
　水野　澄　様
　（累計金550,000円）
◇金150,000円 
　石井　智　様
　（累計金1,600,000円）
　雅楽　隆伸　様
　神谷　隆幸　様
　（累計金1,300,000円）

　金子　宝以　様
　（累計金100,000円）
　亀田　裕文　様
　（累計金100,000円）
　君塚　弘明　様
　（累計金400,000円）
　小沼　正彦　様
　（累計金300,000円）
　小林　昭一郎　様
　（累計金560,000円）
　才口　主昭　様 
　（累計金100,000円）
　酒匂　昭男　様 
　（累計金500,000円）
　篠﨑　清　様
　（累計金400,000円）
　島谷　克義　様
　菅原　俊一　様 
　（累計金900,000円）
　杉田　政久　様 
　（累計金350,000円）
　諏訪部　喜義　様 
　（累計金650,000円）
　高木　真人　様 
　（累計金150,000円）
　田口　貴栄　様 
　（累計金200,000円）
　竜田　博　様
　（累計金150,000円）
　立松　忠博　様 
　（累計金150,000円）
　田中　健次　様 
　（累計金120,000円）
　常見　俊明　様 
　（累計金260,000円）
　中島　かほる　様 
　（累計金150,000円）
　馬場　錬成　様 
　（累計金2,291,864円）
　林　敏和　様
　（累計金80,000円）
　原田　謙三　様 
　（累計金100,000円）
　菱沼　捷二　様 
　（累計金250,000円）
　二村　菊久　様 
　（累計金150,000円）
　筆保　洋一郎　様 
　（累計金400,000円）
　三橋　副美　様 
　（累計金200,000円）

◇金135,000円
　馬場　雅子　様
　（累計金1,050,000円）
◇金100,000円
　内山　幹夫　様
　（累計金300,000円）
　大熊　壮成　様
　（累計金700,000円）
　葛田　正雄　様
　（累計金1,910,000円）
　髙山　あけみ　様
　（累計金1,180,000円）
　根本　悦朗　様
　（累計金550,000円）
　藤原　盛幸　様
　増古　恒夫　様 
　（累計金400,000円）
　三木　一能　様
　森川　喜久男　様 
　（累計金300,000円）
　匿名３名 
◇金90,000円 
　星　貞雄　様
　（累計金110,000円）
◇金70,000円 
　中西　基之　様 
　（累計金100,000円）
　守屋　茂　様
　（累計金1,000,000円）
◇金50,000円
　相原　奎二　様 
　（累計金190,000円）
　赤石　庄平　様 
　（累計金700,000円）
　安藤　栄一　様 
　伊澤　卓司　様
　（累計金150,000円）
　石井　清一　様 
　（累計金130,000円）
　市川　兼三　様 
　（累計金150,000円）
　一ノ瀬　好弘　様 
　（累計金250,000円）
　井上　哲夫　様
　小川　健吾　様
　（累計金150,000円）
　小柳津　茂　様
　梶原　巡　様
　（累計金650,000円）
　嘉瀬　敏　様
　（累計金100,000円）

　宮宅　勇二　様 
　（累計金270,000円）
　武藤　和雄　様 
　（累計金100,000円）
　村上　博彦　様 
　（累計金442,000円）
　森戸　祐幸　様 
　（累計金300,000円）
　吉田　幸治　様 
　（累計金230,000円）
　吉田　博　様
　（累計金80,000円）
　匿名８名 
◇金40,000円 
　斉藤　俊彦　様 
　（累計金100,000円）
◇金30,000円 
　東　義紀　様
　（累計金230,000円）
　石崎　舞子　様 
　（累計金90,000円）
　伊藤　徳三郎　様
　（累計金140,000円）
　大西　勲　様
　（累計金200,000円）
　栗栖　健　様
　（累計金110,000円）
　佐藤　金司　様 
　（累計金250,000円）
　竹下　敬　様
　（累計金130,000円）
　仲里　恒雄　様 
　（累計金50,000円）
　新野　英樹　様 
　（累計金470,000円）
　平井　淳一　様 
　（累計金240,000円）
　吉田　透　様
　匿名１名 
◇金20,000円 
　國岡　昭夫　様 
　（累計金110,000円）
　齊藤　曜將　様 
　（累計金90,000円）
　田中　輝昭　様 
　（累計金170,000円）
　柳井　幸男　様
　（累計金90,000円）
　山﨑　一信　様 
　（累計金300,000円）

　渡邉　亮夫　様 
　（累計金270,000円）
　匿名２名 
◇金15,000円 
　岡田　一成　様 
　（累計金150,000円）
◇金10,000円 
　池田　虎之助　様
　石田　一将　様 
　（累計金40,000円）
　岩岡　正視　様 
　（累計金70,000円）
　江口　昌利　様 
　（累計金110,000円）
　遠藤　了一　様 
　（累計金30,000円）
　加治　道子　様 
　（累計金110,000円）
　勝倉　信哉　様 
　（累計金20,000円）
　兼田　好彦　様 
　（累計金80,000円）
　河野　茂麿　様 
　（累計金130,000円）
　小島　一浩　様 
　（累計金40,000円）
　小嶋　延吉　様 
　（累計金50,000円）
　菰田　肇　様
　（累計金240,000円）
　近藤　英世　様 
　（累計金130,000円）
　白崎　永夫　様 
　（累計金80,000円）
　鈴木　克巳　様 
　（累計金70,000円）
　関　昭宣　様
　（累計金110,000円）
　冨岡　恵美　様
　永長　哲　様
　（累計金20,000円）
　平川　芳孝　様 
　（累計金80,000円）
　廣野　耕平　様 
　（累計金100,000円）
　福島　秀三　様 
　（累計金70,000円）
　冨士川　克美　様 
　（累計金70,000円）
　細井　博　様
　（累計金30,000円）

　矢野　裕之　様 
　（累計金100,000円）
　藪　康彦　様
　（累計金210,000円）
　脇原　將孝　様 
　（累計金80,000円）
　匿名４名 
◇金9,000円 
　相本　亮　様
　（累計金24,000円）
◇金5,000円
　青山　哲也　様 
　（累計金105,000円）
　小倉　正敬　様 
　（累計金60,000円）
　児玉　翔　様 
　（累計金30,000円）
◇金3,000円 
　吉田　幸央　様 
　（累計金53,000円）
　匿名２名 
◇金1,000円 
　長岡　正大　様 
　（累計金501,000円）
 

〈父母保証人〉  
◇金100,000円 
　匿名１名 
 

〈一般個人〉
◇金200,000円
　木村　直　様 
◇金50,000円 
　菅原　寛子　様
　（累計金350,000円）
  

〈元教職員〉  
◇金2,050,000円 
　横山　和夫　様 
　（累計金7,450,000円）
◇金300,000円 
　松崎　育弘　様 
　（累計金1,900,000円）
◇金50,000円 
　沖塩　荘一郎　様 
　上村　洸　様 
　（累計金310,000円）
　坂田　好一郎　様 
　（累計金150,000円）
　田中　雅康　様 
　匿名１名 

◇金30,000円 
　山田　俊彦　様 
　（累計金1,740,000円）
　匿名２名 
  

〈教職員〉  
◇金450,000円 
　藤嶋　昭　様 
　（累計金11,650,000円）
◇金230,000円 
　新井　伊佐男　様 
　（累計金500,000円）
◇金200,000円 
　横倉　隆　様 
　（累計金2,170,000円）
◇金100,000円 
　生越　由美　様 
　（累計金800,000円）
　鹿村　恵明　様 
　（累計金800,000円）
　高田　久徳　様 
　（累計金200,000円）
　直井　英雄　様 
　（累計金1,400,000円）
　匿名３名 
◇金70,000円 
　宇津　栄三　様 
　（累計金1,580,000円）
◇金50,000円 
　榎本　一之　様 
　（累計金200,000円）
　白川　晋吾　様 
　（累計金250,000円）
　月岡　英人　様 
　（累計金150,000円）
　兵庫　明　様 
　（累計金150,000円）
　藤野　仁三　様 
　（累計金920,000円）
　匿名２名 
◇金40,000円 
　平塚　三好　様 
　（累計金290,000円）
◇金30,000円 
　五十嵐　保隆　様 
　（累計金370,000円）
　匿名１名 
◇金25,000円 
　加賀谷　貞夫　様 
　（累計金590,000円）
　匿名１名 

◇金20,000円
　管　嘉典　様
　（累計金240,000円）
　堺　和光　様
　多田　孝次　様
　（累計金690,000円）
　森田　泰介　様
　（累計金290,000円）
　匿名１名 
◇金15,000円
　柴﨑　伸明　様
　（累計金165,000円）
　原　泰志　様
　（累計金460,000円）
　匿名１名 
◇金10,000円
　臼井　恵美子　様
　（累計金70,130円）
　大木　達也　様
　（累計金160,000円）
　牧　高司　様
　（累計金160,000円）
　宮本　悦子　様 
　（累計金304,000円）
　八並　光俊　様
　（累計金60,000円）
　匿名３名 
◇金5,000円 
　清水　眞　様
　松永　幸大　様
　（累計金145,000円）
　山口　紀行　様
　（累計金10,000円）
　匿名３名 
◇金3,000円
　岩岡　竜夫　様
　（累計金62,000円）
　加藤　良　様
　（累計金26,000円）
◇金1,000円
　倉本　学　様
　（累計金9,000円）
 

【法人】 
◇金150,000,000円 
　東京理科大学インベストメント・
　マネジメント株式会社　様
　（累計金220,000,000円）
  

【団体】 
◇金32,500円
　2017ホームカミングデー参加者有志　様 
  

【こうよう会】  
◇金10,632,000円
　個人　226名
　（累計金356,613,681円）

〈TEL〉
〈FAX〉
〈e-mail〉

03-5228-8723
03-3260-4363
bokinjigyo@admin.tus.ac.jp

東京理科大学 
募金事業事務室

お問い合わせ先

＊クレジット決済での個人寄付の受
付を行っています。詳しくは本学ホー
ムページ（http://www.tus.ac.jp/
bokin/）からご確認ください。

一般入学試験の
志願者数
5万6,000人を
超える

入
試

工学部先端化学科・酒井秀樹教授らの研究
室では、「界面化学」をキーワードに、幅広

い内容の研究を展開しています。
「『界面』とは、『異なる性質を持つ2つの物質の間
に存在する境界面』のことです。２つの混じり合
わない物質の間には、必ず界面が存在します。こ
の界面の性質を理解し、それを能動的に制御する
ことによって、環境に優しい、便利な機能を持つ
材料の開発に貢献しようというのが当研究室のモ
ットーです。皆さんもよくご存じの『界面活性剤』
は、界面化学の基軸となる材料です」
　石鹸や洗剤などの主成分としてよく知られてい

る界面活性剤ですが、
実は私たちの身の回り
には、驚くほどさまざ
まな種類の界面活性剤
が使われているのです。
「例えば、水と油のよ

うに本来は混ざり合わないものを混ざりやすくす
る働きを生かしてアイスクリームやマーガリン、塗
料やインキなどが作られています。また化粧品に
も、肌になじみやすく使いやすくするために界面

理 活性剤が使われています。さらにエレクトロニク
スなどの先端技術分野や環境保全などあらゆる産
業分野で界面活性剤が活躍しているのです」
　酒井秀樹・酒井健一研究室では現在、社会的ニ
ーズの高い「環境や生体に優しい界面活性剤」、あ
るいは従来の界面活性剤に「プラスアルファの価
値を付与した機能的な界面活性剤」の開発を進め
ています。このうち、環境や生体に優しい界面活
性剤の一つが、ジェミニ型界面活性剤の合成です。
「通常、界面活性剤は、一つの分子の中に『水に
なじみやすい部分（親水基）』と『油になじみやす
い部分（親油基・疎水基）』の両方をあわせ持った
マッチ棒のような構造をしています（図を参照）。
これに対してジェミニ型界面活性剤は、2分子が
つながった構造をしていて、通常の界面活性剤に
比べて格段に界面活性が優れているのです。少量
添加するだけで機能を発揮するため環境に優しい
などの特性を持つことから、“次世代型界面活性剤” 
として注目を浴びていますが、実用化する上で最
大の難点となっているのが合成コストの高さです。
そこで私たちは、低コストで環境負荷の少ないジ
ェミニ型界面活性剤の合成プロセスを確立するこ

とを目指しています」
　プラスアルファの価値を付与した機能的界面活
性剤の例としては「光応答性界面活性剤」が挙げ
られます。
「例えば、ゲル状に固まっていた溶液が、光に当
たると水状になるというような機能を与えてやれ
ば、『トイレの芳香剤を照明が点灯している間だけ
揮発させる』こともできるでしょう」
　さらに、金属やセラミックスなどの立体構造を
ナノスケールで形成する際に、界面活性剤を“鋳型”
として利用するなどの研究も行っているそうです。
「そのために私たちの研究室では、透過型電子顕
微鏡や原子間力顕微鏡を用いて界面を“観る”こ
とにも力を注いでいます。今後は、界面の性質理
解をさらに深めることで、低環境負荷あるいは高
機能な材料の開発に貢献していきたいですね」

15

●入金額
（2017年11月1日～2018年1月31日）
［個人］34,896,000円（209名）
［法人］150,000,000円（1社）
［団体］32,500円（1団体）      
［こうよう会］10,632,000円（226件）

●2017年度 寄付総額
（2017年4月1日～ 2018年1月31日）
［個人］96,782,280円 
［法人］160,000,000円
［団体］648,012円
［こうよう会］29,931,000円

寄付のお申し込みに
インターネットを

ご利用いただけます

ジェミニ型界面活性剤普通の界面活性剤

自分が生きていく道を見つけることは容易ではない。
それでも周囲に流されず、見つけてほしい。

時間を忘れて夢中になれることが天職に

岸 勇樹さん （画家・デザイナー）

学1年生まで『ディズニーランドの建物
をデザインする仕事がしたい』と思っ

ていたんです。物語の世界をゼロから構築するこ
とが好きだったんですね」
　現在、画家・デザイナーとして幻想的な世界を
細密な描写で表現し、各方面から高い評価を受
けている岸さん。理科大の理工学部建築学科を
志したのは、その夢を実現するためだった。しか
し、夢はあえなくついえてしまう。
「ディズニーランドの建物をデザインするために
は、アメリカのディズニーに就職する必要がある
と知ったんです。僕は飛行機が苦手なので、あき
らめざるを得ませんでした」
　しかし、大学 4 年のとき、授業の中で新たな
夢と出会う。長野県・小布施のまちづくりに関連
した製図を行った際のことだ。
「みんなはパソコンソフトを使って建物を描いて
いたんですが、僕はパソコンを使えなかったので、
教授が『じゃあ岸くんは、手描きで植栽を描いて
みたら？』と言ってくれたんです。緻密な作業を長
時間続けているとペンの使い心地がよく分かりま

す。今も愛用しているロットリングのペンを使う
と、時間を忘れて夢中で描くことができた……ペ
ンによって、自分は“描く”という行為がこんな
にも好きなんだということに気付かされたんです。
そして『こんなに夢中になれることが仕事になっ
たらいいな』という思いから現在に至っています」
　理科大では、クリエイティブな感性とともに論
理的な思考を学べたことが最も大きな収穫だった
と語る。
「ファンタジーの世界観を構築し、その魅力を
伝えるためにはロジックが不可欠です。理科大で
は、自分の創作意図を、パワーポイントなどを使
って他者に説明する授業も体験しました。美術
系ではなく理系の環境で学んだことは、その後
の仕事に役立っています」
　今後は絵に限らず、文章やファッションなどさ
まざまな創作物を通じて、自分の世界観を表現
していきたいと語る岸さん。最後に、理科大の
後輩たちにメッセージをお願いした。
「卒業後の進路について悩んでいる人は多いと
思いますが、僕自身やりたいことを見つけるまで、

とても時間がかかりました。周りが次 と々将来の
進路を決めて、自分だけがまだやりたいことを見
つけられていない状況にあったとしても、その事
に対して不安や焦りから負い目などを感じないで
ほしいと思います。
　僕の場合は、学生最後の4年の夏に自分の進
路を決める瞬間に出会うことができました。在
校生の皆さんにも、そういった瞬間が訪れること
を願っています」

1987年生まれ。2012年、東京理科大学理工学部建
築学科卒業。主にドイツ・ロットリング社の製図ペン
を用いて絵画・イラストレーション制作を行う。主な
仕事に、絵画の販売、企業からのオーダー絵画制作、
百貨店とのコラボレーショングッズの販売、店頭ワー
クショップ・ライブペインティングの開催などがある。

岸 勇樹（きし・ゆうき）

「大

神奈川県（県職員） 4

月2日（金）の経営学部B方式から
始まった本学の 2018 年度一般入

学試験は、3月4日（日）の理学部第二部B
方式をもって全日程が終了しました。
　今年度、本学の一般入学試験（A方式、
B方式、C方式、グローバル方式）の志願
者数は5万6,566人（昨年度5万3,515人）
で、昨年度に比べ5.7％増加しました。
　この増加は、これまで経営学部ビジネス
エコノミクス学科のみで実施していたグロー
バル方式を昼間学部すべての学科で導入し
たこと、また、産業界でのAIやIoT活用の
影響による情報系の人気が追い風となった
ことに起因するものと思われます。昨今の

「文高理低」傾向は若干和らいできたものの、
相変わらず文系の人気が高い中、本学にお
いては今年度も堅調に志願者を集めること
ができました。

　志願者数を入試形態別にみると、A方式
が1万5,914人（昨年度比2,054人増）、B
方式が3万6,233人（昨年度比 273人減）、
C方式が2,974人（昨年度比6人増）、グロ
ーバル方式が1,445人（昨年度比1,264人
増）となりました。　
　本学は、創立以来変わらない「真の実力
を付けた者のみを卒業させる」という実力主
義が貫かれており、この伝統の教育により
日本の科学技術の発展を支える人材を数多
く社会に送り出してきました。このことが「教
育の質」の高さとして社会からも評価され、
全国から本学を志望する受験生につながっ
ているものと考えられます。
　今後も全国から受験生が目指す、魅力
ある「実力主義の大学」であり続けることが、
本学の発展につながっていきます。

017年度（3月末時点）における本
学の進路決定率は、学部で96.2％

（昨年度94.7％）、大学院修士課程で97.4
％（昨年度97.7％）となり、昨年度とほぼ
同様の結果となりました。
　本学の進路の特徴として、例年約5割の
学生が大学院に進学するほか、就職先とし
ては企業、公務員、教員と多岐にわたり、
従来から高い就職率を維持しています。キ
ャリアセンターでは、進路ガイダンスを通
じて就職活動に必要なさまざまな情報の提
供をはじめ、自己分析や業界研究、就職活
動の際のマニュアル本として携帯できる

「就職活動手帳」なども配付し、就職活動中
の学生をサポートしています。
　また、2019年3月卒業の学部4年および
修士課程2年生からの就職活動スケジュー
ルは、3月広報活動開始、6月選考開始と
就職活動期間が短く、早い時期から業界・
職種を研究し、自分なりの計画を立てる必
要があります。特に就職活動をする学生に
とっては定期試験や卒論・修論の準備など、
学事日程と重なる中、企業の採用動向も流
動的と予想されるため、事前の準備が重要
となります。
　本学では3月の広報活動開始時期に合わ
せ、各キャンパスで、上場企業をはじめ、
その関連企業や今後成長が期待される優良
企業など、延べ300社以上の企業による学
内会社説明会を開催しました。
　各キャンパスには、常時専門のキャリア
カウンセラーを配置して、エントリーシー
トの添削、面接指導等を実施していますの
で、積極的にキャリアセンターをご利用く
ださい。

進路

学部全体で
96.2％が
進路決定

富士通

クインタイルズ・トランスナショナル・ジャパン
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清水建設

日本IBM
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富士ソフト
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●2017年度主要内定先（多数順）

中学・高校教員

（3月末時点）

2 2

※単位：人

理学部第一部

基礎工学部

9,300528 2755,8692,628

4,724310 1732,9821,259

薬学部

経営学部

工学部

大学合計

3,349229 881,9031,129

5,500206 1673,0552,072

13,050668 3038,8813,198

56,5662,974 1,44536,23315,914

学部 合計Ａ方式 B方式 C方式 グローバル
方式

●2018年度一般入学試験 志願者数

理工学部 19,4421,033 43912,7345,236

理学部第二部 1,201ー ー809392
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【理学部第一部】

【理学部第二部】

【薬学部】

【工学部】

【理工学部】

【基礎工学部】

【科学教育研究科】

【諏訪東京理科大学工学部】

①総合研究大学院大学生命科
学研究科博士課程修了 ②和歌
山県立医科大学講師 ③発生学 
④博士（理学）

【基礎工学部】
生物工学科／准教授

宮川 信一
みやがわ・しんいち

①早稲田大学大学院博士後期
課程修了 ②早稲田大学理工学
術院助教 ③流体数学 ④博士

（理学）

【基礎工学部】
教養／講師

齋藤 平和
さいとう・ひろかず

①早稲田大学大学院教育学研
究科教科教育専攻博士課程修
了 ②理学部第一部教養学科
嘱託講師 ③英語教育学 ④博士

（教育学）

【理学部第一部】
教養学科／講師

浅利 庸子
あさり・ようこ

①星薬科大学大学院 ②国立精
神・神経医療研究センター 精
神保健研究所 室長 ③精神薬
理学 ④ 博士（薬学）

【薬学部】
薬学科／ 教授

斎藤 顕宜
さいとう・あきよし

①筑波大学大学院博士後期課
程 ②東京理科大学基礎工学部 
材料工学科助教 ③高分子化
学、分析化学、生体材料 ④博
士 （工学）

【基礎工学部】
材料工学科／講師

上村 真生
かみむら・まさお

①京都大学大学院工学研究科
生活空間学専攻修士課程修了 
②東京電機大学教授 ③建築
構造学 ④博士（工学）

【工学部】
建築学科／教授

山川 誠
やまかわ・まこと

①慶應義塾大学大学院理工学
研究科基礎理工学専攻後期博
士課程修了 ②東京理科大学理
工学部数学科嘱託助教 ③偏
微分方程式 ④博士（理学）

【理工学部】
数学科／講師

相木 雅次
あいき・まさし

①メリーランド大学言語学科博
士課程修了 ②東北大学大学院
情報科学研究科特任助教 ③
言語学 ④Ph.D. （Linguistics）

【理工学部】
教養／講師

折田 奈甫
おりた・なほ

①大阪大学大学院理学研究科
数学専攻博士後期課程修了 ②
東京工業大学理学院助教 ③
複素幾何学 ④博士（理学）

①国際基督教大学大学院教育
学研究科博士後期課程修了 ②
東京電機大学准教授 ③応用言
語学・教育工学・遠隔教育学 
④PhD（教育学）

【理学部第二部】
数学科／講師

【理学部第二部】
教養／准教授

新田 泰文宮添 輝美
にった・やすふみみやぞえ・てるみ

①東京大学大学院法学政治学
研究科博士課程修了 ②名古屋
大学大学院法学研究科特任講
師・ニューヨーク大学客員研究
教授 ③比較政治学 ④博士（法
学）

【理学部第一部】
教養学科／講師

松本 朋子
まつもと・ともこ

①慶應義塾大学大学院商学研
究科後期博士課程修了 ②立教
大学大学院ビジネスデザイン研
究科助教 ③経営戦略論、マク
ロ組織行動論 ④博士（商学）

【経営学部】
経営学科／講師

安田 直樹
やすだ・なおき

①筑波大学大学院社会工学研
究科 ②静岡大学学術院工学
領域数理システム工学系列教
授 ③オペレーションズ・リサー
チ ④博士（経営工学）

【経営学部】
経営学科／教授

関谷 和之
せきたに・かずゆき

①東京工業大学大学院社会理
工学研究科修了 ②東京工業大
学准教授 ③教育工学、インス
トラクショナルデザイン、数学
教育 ④博士（学術）

【教育支援機構教職教育センター】
准教授

渡辺 雄貴
わたなべ・ゆうき

①東京大学大学院新領域創成科
学研究科博士課程修了 ②米国
The Wistar Institute, Research 
Assistant Professor ③分子細
胞生物学 ④ 博士（生命科学）

①京都大学大学院医学研究科 
②理化学研究所上級研究員 ③
免疫学、血液学  ④博士（医学）

①日本大学大学院理工学研究
科博士課程修了 ②新潟大学教
育学部准教授 ③物理教育学、
理科教育学 ④博士（理学）

【生命医科学研究所】
分子病態学研究部門／講師

【生命医科学研究所】
免疫生物学研究部門／准教授

【教育支援機構教職教育センター】
准教授

櫻井 雅之伊川 友活興治 文子
さくらい・まさゆきいかわ・ともかつおきはる・ふみこ

① 早稲田大学大学院創造理工
学研究科建築学専攻博士課程
単位取得退学 ②広島大学大学
院工学研究科助教 ③建築構
造学 ④博士（工学）

①慶應義塾大学大学院理工学
研究科基礎理工学専攻博士課
程修了 ②東京電機大学システ
ムデザイン工学部助教 ③グラ
フ理論  ④ 博士（理学）

【理工学部】
建築学科／講師

【理工学部】
情報科学科／講師

宮津 裕次野口 健太
みやづ・ゆうじのぐち・けんた

①三重大学大学院生物資源学
研究科 ②日本大学工学部機械
工学科再生可能エネルギーシス
テム研究室主任研究員 ③地理
学・地形学 ④博士（学術）

【基礎工学部】
教養／講師

船引 彩子
ふなびき・あやこ

①新潟大学大学院自然科学研
究科博士後期課程修了 ②日本
学術振興会特別研究員PD ③ 
関数解析学 ④博士（理学）

【基礎工学部】
教養／講師

田中 亮太朗
たなか・りょうたろう

①東北大学大学院工学研究科
生物工学専攻博士後期課程修
了 ②九州大学大学院薬学研究
院助教 ③タンパク質工学、構
造生物学、生物物理学 ④博士

（工学）

【基礎工学部】
生物工学科／准教授

白石 充典
しろいし・みつのり
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①最終学歴　②前歴　
③専門分野　④学位

新任教員

27 氏紹介

歴史を塗り替える
新しい力に

長年にわたり本学の
教育・研究、事務に
ご尽力いただいた20氏が
2018年3月31日付で
定年を迎えられました。

定 年
退 職

教養学科

応用化学科

教養

数学科

薬学科

建築学科

電気工学科

数学科

情報科学科

生物工学科

教養

教養

科学教育専攻

電気電子工学科

経営企画部

財務部

事務総局

研究推進部

事務総局

野田事務部理工学部事務課

教授

教授

教授

教授

教授

教授

教授

教授

教授

教授

教授

教授

教授

教授

太田 宏平

中井 泉

長谷川 新一

吉岡 朗

岡 淳一郎

佐々木 文夫

半谷 精一郎

小林 隆夫

戸川 美郎

三浦 成敏

榎本 一之

髙井 茂

小川 正賢

福田 幸夫

※

悼 濵田 知久馬

松本 睦良

久保田 和彦

瀬戸 裕之

2017年12月21日逝去されました。

2017年12月30日逝去されました。

2018年3月9日逝去されました。

2018年3月24日逝去されました。

教授（工学部情報工学科）

元教授（基礎工学部材料工学科）

本学名誉教授（薬学部薬学科）

本学名誉教授（理工学部応用生物科学科）

杉田 利男
2018年3月13日逝去されました。

本学名誉教授（工学部第二部電気工学科）

参事

参事

参事

参事

参事

主事補

新井 伊佐男

多田 孝次

佐々木 有朋

宮川 良男

管 嘉典

亀井 みどり

※

※

※

【事務総局】

※は選択定年  （所属は当時）

（所属・学年は受賞時）●2017年度学生表彰者一覧　

理学部第一部応用物理学科
工学部建築学科

工学部工業化学科
基礎工学部電子応用工学科
理学研究科物理学専攻　修士課程
工学研究科機械工学専攻　修士課程
工学研究科機械工学専攻　修士課程
理工学研究科土木工学専攻　修士課程
薬学研究科薬科学専攻　博士後期課程
工学研究科電気工学専攻　博士後期課程
理工学研究科土木工学専攻　博士後期課程

所属／氏名　　　　　
4年
4年

4年
4年
2年
2年
2年
3年
3年
3年
3年

西 加純
前田 佳乃
田中 彩英子
大岡 彩佳
長川 遥輝
髙橋 一希
吉末 百花
岩合 美樹子
小林 大晃
橋本 永手
小野田 淳人
高島　健悟
倉上　由貴

3

課

月15日（木）に神楽坂キャ
ンパスで、「2017年度東京

理科大学学生表彰式」が行われま
した。
　この表彰は、学業・研究等の成
果が特に優れていると認められた
学生を対象としており、今年度は
13人が表彰され、藤嶋昭学長（当
時）から表彰状と副賞が贈呈されま
した。

外活動において優秀な成績
や功績のあった団体、個人

を表彰する学長賞・学生支援セン
ター長賞などの表彰式と祝賀会が、
3月13日（火）に葛飾キャンパスで
行われました。
　学長賞は国際的・全国的な活躍
に、学生支援センター長賞は地域

的あるいは加盟している
連盟での活躍に対して
表彰するもの。この他、
課外活動の発展に貢献
した者を表彰する特別功労賞、功
労賞、また、今後の活躍が期待さ
れる者を表彰する特別奨励賞、奨
励賞などがそれぞれ贈られました。

Prize

学業・研究等の成果が
優秀な学生を表彰

課外活動の
優秀成績者を表彰

学
生
表
彰
受
賞
者

学
長
賞
受
賞
者

　東京理科大学は学校法人東京理科大学が設置した
大学で、学長を最高責任者として教育・研究を遂行し
ています。4つのキャンパス（神楽坂・野田・葛飾・長
万部）において、学部と大学院を合わせて約 2万人
の学生を受け入れています。「学長は校務をつかさどり、
所属職員を統督する」と法律に定められ、教育・研究
に強い責任と権限を持っていますが、たった一人でこ
れだけの大きな組織を統督することは大変です。そこ
で、学長の業務を分担する副学長を加えて学長室が
構成されています。
　学生諸君が所属する学科・専攻には教育・研究を
掌る教員が配置され、学科・専攻の上に学部・研究
科があります。本学には、現在、8学部34学科、11
研究科36専攻があります。大学の最高の決定機関と
して学部長・研究科長を構成員とする教育研究会議
があり、学長が議長としてこれを取りまとめます。
　学長室は、この４月から、松本新学長に5人の副
学長を加えた新体制でスタートしました。副学長には、

教育、研究、入試、学生支援、国際化推進などの
役割に加え、キャンパス毎の担当も決められています。
さらに、専門性を活かした特別の任務を持つ特任副
学長も配置されています。このような重層的な体制に
よって、大学に係る業務全体をきめ細かくカバーする
ことができるのです。

　さて、 ここで私の紹介をさせてください。 私は
1966年に本学に入学し、経営工学を学びました。縁
あって、本学の教員として戻り、同じ学科で教鞭を
とることになりました。私の恩師は「大学とは学ぶこ
とを学ぶところである」、「教育とは接触なり」、「不断
努力」といった先人の言葉を繰り返し、それを実践
していました。私にできることは努力だけとの思いから、

「今日できることを明日に伸ばすことなかれ」の言葉を
実践してきた日々が思い出されます。
　研究室では「ものの流れを科学する」をキャッチコピ
ーに、問題解決型思考の人材育成を目指してきました。

多くの問題は
　AならばBである：ｆ(x)=b 
といった事実が与えられたとき、bを与えてxを求める
逆発想の思考を要求します。学生諸君は、この問題
には慣れていると思いますが、苦労するのは次の思考
ではないかと思います。
　 AならばBである 
　 BならばCである 
といった知識は持っているが
　 AならばCである 
といった命題に対して、 なぜを考えることです。
　私が最も好んで用いる言葉は「疑問を持て」です。
ただ漠然とものを見ていても問題は見えてきません。
こんな考えを持っている総括副学長は総務、予算、
人事を担当します。
　今回は、学長室の概略と総括副学長である私の紹介
をさせていただきました。次回は教育支援担当副学長
から情報を発信してもらいます。どうぞご期待ください。

総括副学長　平川　保博

学生の皆さんに学長室の取り組みを知ってもらうため、
新設されたコーナー「学長室だより」。
今回は、「そもそも学長室とはどんな組織か？」について、
平川保博総括副学長よりご紹介いただきます。

学長室ってどんな組織？

ものの流れを科学する

P5で学長室の体制を紹介しています。

※受賞者一覧は本学
ホームページをご
覧ください。

①東京大学大学院薬学系研究
科 ②帝京大学薬学部教授 ③
有機化学 ④博士（薬学）

【薬学部】
薬学科／教授

高橋 秀依
たかはし・ひでよ

①東京大学大学院薬学系研究
科修士課程修了 ②独立行政
法人 医薬品医療機器総合機構 
審議役 ③医薬品評価学 ④博士

（薬学）

【薬学部】
薬学科／教授

鹿野 真弓
しかの・まゆみ

①千葉大学大学院医学薬学府
先進医療科学専攻修了 ②千葉
大学大学院薬学研究院病態分
析化学研究室助教 ③病態分
析化学 ④博士（医薬学）

①岡山大学大学院医歯薬学総
合研究科 ②東京理科大学薬学
部薬学科嘱託講師 ③生化学・
分子生物学 ④博士（薬学）

①東京大学大学院総合文化研
究科広域科学専攻生命環境科
学系博士課程修了 ②筑波大学 
医学医療系生命医科学域生体
シグナル制御学准教授 ③分子
薬理学、骨代謝学、発生生物
学 ④博士（学術）

【薬学部】
薬学科／講師

【薬学部】
薬学科／講師

【薬学部】
生命創薬科学科／准教授

東 恭平佐藤 聡 早田 匡芳
ひがし・きょうへいさとう・あきら はやた・ただよし

※受賞者一覧は本
学ホームページを
ご覧ください。

（敬称略）
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クラブ活動を紹介！

“考えて勝つ”試合で
テニスがもっと楽しくなりました！

春、博士後期課程を修了した小野田淳人さんは今年3月、本学で初めて「日
本学術振興会 育志賞」を受賞しました。これは、天皇陛下から御下賜金

を賜り、制定された賞です。今回受賞した研究テーマは「大気環境中超微小粒子
の妊娠期曝露が次世代の子どもたちの中枢神経系に及ぼす影響とそのメカニズム
の解明」です。小野田さんに、その内容について聞きました。
「簡単に言うと、妊娠しているマウスに大気中の超微小粒子（PM2.5の中でも特
に小さいナノ粒子）を投与し、その後、生まれてきた子どもの脳に生じる変化を
明らかにしています。この研究によって、低用量のナノ粒子の曝露が生まれた子
の脳全域の血管周辺に組織学的な変化を引き起こす現象を世界で初めて捉え、そ
のメカニズムの一部を明らかにすることができました」
　小野田さんが研究を通して貢献したいことは「次世代を担う子どもたちが心身
ともに健全に育つことのできる社会づくり」。春からは名古屋大学医学部附属病
院・総合周産期母子医療センターで「日本学術振興会特別研究員PD」として2年
間研究に専念した後、山口東京理科大学薬学部の助教として教育にも携わる予定

です。
「私が薬学部を目指した動機は『病気で苦しんでいる人を減らした
い』というものでした。学部2年時に武田健先生（現・山口東京理
科大学薬学部）に学んだことで、『そもそも病気にならないよう予
防し、健康を守ることの大切さ』に気づかされました。これからも
衛生化学、予防薬学の分野で、世界を牽引するような研究を行って
いきたいと考えています」

春、博士後期課程を修了し博士号を取得した八木文香さんに、現在の研
究テーマについて聞きました。

「数理統計学の分野で、同時に複数の項目（次元）を取り扱う『多変量解析』の理
論研究を行っています。特に、データが欠測（欠損）してしまった場合に、母集
団の特徴を表す平均ベクトルや分散共分散行列に関する推定や検定（ある仮説が
正しいかどうかを統計的に判断する方法）について研究しています」
　こうした統計学は、どんな場面で使われるのでしょうか？
「例えば、新薬の開発現場では臨床試験が行われていますが、得られたデータは
欠測してしまっていることが多く、これらのデータから薬の効果を判断する際に
は、欠測値を含むデータに対する統計的な手法が必要とされているんです」
　ある試験結果から「既存薬よりも新薬の方が効果が大きい」というデータが得
られたとします。この差は「偶然に発生した差」なのか、それとも「新薬の効果
が既存薬よりも高いことに起因する差」なのかを判断する必要があります。これ
を客観的に判断するために使われているのが統計的仮説検定です。
　八木さんは、研究の醍醐味について、こう語ります。
「うまくいく保証がない中で細かい計算を重ねた末に、正しい結果
が得られたときには、言葉にできない達成感があります」
　4月からは本学の研究員（PD）として研究を続ける八木さん。
「将来は大学教員として教育分野でも活躍したいと思っています。
数学分野では女性研究者が少ないので、女性が入りやすい研究室に
したいですね」

今 今

女 子硬式庭球部は、4 年生 2人、3 年生1人、
2年生3人、1年生1人の計7人。現在は「関

東大学テニスリーグ（主催：関東学生テニス連盟）」
の四部昇格と「関東理工科大学テニスリーグ（主催：
関東理工科系大学硬式庭球連盟）」優勝を目指し
て練習に励んでいる。
　実は、女子硬式庭球部が大きな成績を残し
始めたのは、ごく最近のことだ。前主将の赤
平紗貴子さん（薬学部薬学科4年）が入部し
たとき、部員は2年生の先輩が1人いるだ

けだった。
「大会が近づくと、学内でテニス経験者を募って、
やっと出場するような状態だったんです」と、赤平さ

んは振り返る。
　当時、理工系リーグ三部だ
った理科大は、2015年に二
部昇格、翌16年に一部昇格
を果たし、17年は3 戦全勝
で一部優勝を勝ち取った。さ
らにダブルスでは、赤平・河

合コンビで優勝、シングルスでも河合さんが3
位と、充実のシーズンとなった。
　理科大はキャンパスが分散しているため、
部員全員が集まるのは、土曜・日曜に野田キ

ャンパスで行われる全
学部練習のみとなる。
しかし、部員たちは意に介し
ていないようだ。
「全学部練習では、外部か
らコーチを呼んで指導してい

ただいています。ここで教わった練習メニューを持ち
帰って、各キャンパスで週 2日、練習を行うんです。
全員練習の時間は貴重ですから、みんな集中して中
身の濃い練習ができていま
す」（赤平さん）
　女子硬式庭球部の近年の
躍進は、このコーチの指導
によるところも大きい。河合
桃香さん（工学部工業化学科
3年）は指導の効果について

こう語る。
「コーチから“1本1本のショット
が持つ意味”などを教えてもらう
ことで、試合を戦略的に考えられ
るようになりました。“考えて勝て
る”ようになったことで、テニス
がいっそう楽しく感じられます」

　赤平さんは最後にこう語ってくれ
た。「先輩・後輩が仲良く、かつ、
なれ合うことなくテニスに取り組
むことができる環境が、
このクラブの特徴です。
ぜひ多くの人に入部し
てほしいですね」

小野田 淳人さん 八木 文香さん（薬学研究科 薬科学専攻） （理学研究科 応用数学専攻）

第 15 回

次号予告


